
人生設計って、その時々で考えれば十分では？

結婚をはじめ、これからの人生にはさまざまなイベント
が待っており、まとまったお金が必要な場面もたくさん
出てきます。そのため、計画性を持つことがとても大切で
す。少しでも早めに見通しを立てるほうがよいでしょう。

「ライフプラン」により、自分なりの人生設計を具体化

就職、親の定年、結婚、出産、マイホームの購入といった、人生の節目となる
出来事を「ライフイベン卜」といいます。経済的に自立して一人暮らしを始
めたり、転職によって収入が増えたり減ったり、結婚して家族が増えたり、
家の購入によって支出が増えたりというように、ライフイベントには必ず
お金がかかわってくるものです。
企業における終身雇用や年功序列賃金制の見直し、急速な高齢化による公
的年金受給者の増大、税金や社会保険料の負担増など、先行き不透明な状
況が続いています。この漠然とした不安を払拭するためにも、自分自身の
「ライフプラン（生涯生活設計）」を描いてみましょう。
ライフプランとは、「将来の人生設計」のこと。目標、価値観、家庭環境など
は一人ひとり異なっているので、十人いれば十通りのライフプランがある
といえます。自分で考えたオリジナルのライフプランを立てることで、今
後どのような準備をしたらよいかが見えてくるでしょう。
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人生設計の中で大きな割合を占める「お金の計画」

夢や計画を実現するためには、いろいろな準備が必要になります。中でも、
重要となるのが「お金」の準備です。特に、これからの人生で迎えるであろ
う、結婚・子育て・住宅取得といったライフイベン卜には、相当の出費を要
します。
ライフプランを作ることを「ライフプランニング」といいますが、まずは、
この先の10年間にどんなライフイベントを予定し、どのくらいのお金が
必要か、「ライフイベント表」を作成して確認してみましょう。ライフイベ
ント表には、日々の生活費などを書くのではなく、特別な行事や収入・支
出の予定や希望を記載します。それだけで、近い将来にかかるまとまった
お金がイメージできるでしょう。
その後、ライフイベント表に今後の収入と支出を連動させた「キャッシュ
フロー表」を作ります（P31〜34参照）。キャッシュフロー表を完成させる
と、自分の描いた人生のイメージが資金的に実現可能か、計画に無理はな
いかなどもチェックできます。

みんなのトーク

確かに若いうちから人生
設計しないとな〜

どうせ予定通りにいかな
いのが人生さ！とか言い
つつ、けっこう心配…

お金なんて何とかなるよ！
宝くじに期待☆

超お金かかったけど、つい
に一人暮らし！自由だ自由
だ自由だ〜！！

結婚資金、貯めはじめた！
彼氏いないけど（汗）
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ライフプランを描いてみる

! 今後10年間の「ライフイベント表」の例

親元からの独立時にかかるさまざまな費用

学生時代、実家から通学していた人は住む家もあり、食事も用意してもらえたかもしれません。ま
た、下宿や一人暮らしをしていた人は、親からの仕送りにより経済的に支えてもらっていたケー
スもあるでしょう。しかし、社会人になると、経済的にも生活面でも自立をしていくことになりま
す。今まで親が支払っていた金銭的な負担も、自分で背負っていかなくてはなりません。親元を離
れて独立をする際にかかる費用として、まず必要になるのが、住む部屋を借りるためのお金、引っ
越しにかかるお金、生活必需品を揃えるためのお金の3点。そして、一人暮らしをスタートさせた
後は、毎月の生活費が必要になります。
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〈23歳男性の場合〉 

ワンポイント講座

生活必需品（家具や家電製品など）は、最初からすべて新品を揃えるケースが多い
ようですが、当初は中古品やレンタル品などを利用し、初期費用を抑える方法もあ
ります。近い将来の結婚や転勤などを視野に入れて、お金の使い方を考えることも
必要でしょう。
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〈例：東京都内、家賃7.5万円/月〉 
（単位：円）

敷金 1ヵ月分 部屋を借りる際に預けるお金。退去時に、契約書に定めら
れた補修費用を差し引かれて還ってきます。 75,000

礼金 1ヵ月分 部屋を借りる際に大家さんに支払う謝礼。退去時には戻り
ません。 75,000

前払い家賃 1ヵ月分 家賃支払い方法が「前家賃」となっている契約の場合は、翌
月の家賃を契約時に支払います。 75,000

仲介手数料 1ヵ月分 部屋を借りる契約を結ぶ際、不動産会社に支払います。 82,500

火災保険料
加入義務付けの場合が多く、主に火災・水漏れを起こした
ときの賠償責任や家財一式の補償、盗難時の補償などが含
まれます。通常は2年に一度の更新です。

20,000

合計 327,500

! 生活するために必要な月々のお金

毎月かかる生活費には、衣・食・住にかかる費用だけでなく、趣味にかかる費用や交際費、病院
に行った際の医療費などもあります。主な項目は、以下のとおりです。

! 引っ越しをするために必要なお金

引っ越しにかかるお金は、その方法によって大きく異なります。例えば、家族や友人に協力して
もらって引っ越しを行ったときは、レンタカー代と謝礼程度で済みます。ただし、不慣れなレン
タカーでの交通事故のリスクなどがあります。
また、引っ越し専門業者に依頼する方法もあります。荷物の量や距離、時期にもよりますが、費
用は主に2万円〜10万円程度です。なお、単身者専用の引っ越し業者を利用すると、引っ越し費
用を抑えることもできます。

住居費 大家さんに支払う家賃、自宅の場合は家に入れるお金
水道・光熱費 電気・ガス・水道代（季節によって変動します）
食費 自炊・外食も含めた食事全般にかかる費用
通信費 携帯電話代・インターネット通信料など
書籍代 新聞代や雑誌・書籍・DVD・CD代など
被服・美容代 洋服や靴、美容院や化粧品などに使う費用
交通費 外出の際にかかる電車やバス代、タクシー代など
交際費 友人との飲食に使う費用、カラオケ代など
雑費 生活の中で購入する雑貨などに使う費用
その他 医療費など

初めて一人暮らしをする場合は、部屋を借りるためにどのようなお金がかかり、全部でいくら
くらい必要か、そして今の貯金で足りるのかといったことが気になるものです。
部屋を借りるときには、地域や物件によって異なりますが、一般的には敷金・礼金として各1ヵ
月分、前払い家賃として1ヵ月分、仲介手数料として1ヵ月分、合計で家賃の4ヵ月分強のお金を
目安に用意すると良いでしょう。例えば、東京都内のワンルームマンションを家賃7.5万円で借
りる場合、その他に必要な火災保険料なども加え、次のような金額になります。

! 部屋を借りるために必要なお金

※契約の期限（一般的に2年）が来た後も、同じ部屋に住み続ける場合には「更新手数料」が必要になります（不要な物件もあります）。
※地域や物件によって、敷金・礼金・仲介手数料は異なります。
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ライフプランを描いてみる

●新生活準備のためにかかった費用総額　平均52.1万円

●賃貸費用　敷金/礼金※2　15.3万円

●引っ越し費用※3　9.6万円

結婚する際に必要となる費用

日本では晩婚化が年々進んでおり、平均初婚年齢は男性が31.1歳、女性が29.4歳（「令和２年版
少子化社会対策白書」内閣府）となっています。ただ、この数字を見ても、社会人10年目頃までに
は結婚する人が多いといえるでしょう。
結婚する際に必要なお金は、主に結婚式、新婚旅行などにかかる費用、新生活準備（新居の家賃、
引っ越し、家具・家電購入費など）にかかる費用になります。具体的にどのようなことにお金がか
かり、全体でどのくらい必要かをチェックしてみましょう。

! 結納・婚約〜新婚旅行までにかかった費用の総額

（単位：万円）

北海道 首都圏 東海 関西 九州
結納・婚約〜新婚旅行までに
かかった費用　総額（推計値） 297.3 493.8 470.7 472.7 482.5

（出典）「ゼクシィ結婚トレンド調査2020」調べ

! 新生活準備のためにかかった費用

新生活準備のためにかかった費用総額は、平均で52.1万円。50万円未満が59％で最も高く、次
いで50万円〜100万円未満が27％、100万円以上が14％となっています。

項目別平均額※1
インテリア・家具の購入総額 28.4万円

家電製品の購入総額 33.4万円

（出典）「新婚生活実態調査2018（リクルートブライダル総研調べ）」

※1：「新生活準備のためにかかった費用総額」の算出時に用いた各項目の平均金額を掲載しています。これは
　　 各項目に費用が発生した人の平均金額であり、各項目の平均金額の合計は、「新生活準備のためにかかっ
　　 た費用総額」とは一致しません。
※2：「敷金／礼金」は、社宅を除く賃貸住宅居住者をベースにしています。
※3：「引っ越し費用」は、引っ越し業者を利用した人をベースにしています。

ワンポイント講座

結婚後の生活費として毎月かかるお金の項目は、基本的には親から独立して生活
する際と同じです。ただし、結婚して2人になれば、当然支出も一人暮らしに比べて
増えますので、よりしっかりとした家計管理が求められます。
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